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三陸海岸は、その景観美と並んで、新鮮でおいしい魚介も魅
力です。世界有数の漁場として知られる三陸沖は、魚を求めて
日本各地から漁船が集まってきます。また三陸沿岸ではウニ、
アワビ、ワカメなどの漁も盛んに行われています。これら海の
幸にも、地球の活動が大きく関わっています。

宮古市付近より南側は、岬と入り江が入り組んだ複雑な地形
のリアス海岸であり、天然の良港として活用され、養殖などの
漁業が営まれています。一方、宮古市付近より北側は、断崖が
連なる隆起海岸になっており、地形を活かした沿岸漁業が営ま
れています。
「三陸ワカメ」といえば知る人ぞ知る、三陸ブランドの代表選
手です。この時期だけに出回る「早採りワカメ」は、一般的に
流通している塩蔵ワカメとは違い、今しか味わえない新芽のワ
カメです。通常の収穫期よりも早い1～2月の冬に間引きされま
す。大きく育つ前に摘んだ若い葉は湯通しすると茎の部分も柔
らかくシャキシャキした食感で、「旬」を感じる磯の美味しさ
があります。
「早春のたより」と言われる所以です。

三陸ジオトレイン企画 第2弾

【参加者募集中】
大槌町ジオウォーク
と街なか散策を楽し
む小さな旅に出掛け
ませんか？三陸ジオパーク認定ガイ
ドがご案内します。

◆出発日 ：2月13日（日）
◆募集人員：宮古駅発着20名

（最少催行人員15名）
浪板海岸駅発10名

※いすれも定員になり次第 締切
◆旅行代金：宮古駅発着１,000円

浪板海岸駅発５00円
（税込、大人・小人同額）

◆集合時間：
三陸鉄道宮古駅 ８時30分

浪板海岸駅 ９時40分
◆ 申込：三陸鉄道㈱三鉄ツーリスト

℡ 0193－71－1170
詳しくは下記HPより

https://sanriku-geo.com/2022/01
/14085/

「島越駅 宮沢賢治の詩碑」
～震災遺構として～

［TANOHATA GEO WORLD 特集
TSUNAMI‐津波‐ コラム掲載記事より］

宮沢賢治の詩集「春の修羅 第二集」に
は、1925年（大正14年）の三陸沿岸への
旅で、田野畑村羅賀の港から発動機船に乗
車し、山田・釜石方面へと向かった際の旅
程をうたったとされる詩「発動機船一、二、
三」があります。この詩を紹介する碑が平
井賀海岸、旧島越駅跡、田野畑駅の3ヵ所
にありましたが、島越の碑はホームも駅舎
もすべて流失した中で奇跡的に残りました。
賢治は明治三陸大津波がおきた1896年

（明治29年）に生まれ、昭和三陸大津波
があった1933年（昭和8年）にその生涯
を閉じています。人生の区切りに奇しくも
二つの大津波が発生していることは、なん
とも不思議な符号のようです。

三陸からの「早春のたより」

三陸鉄道の島越駅は現在の場所（写真上部）に移転
し、元の場所は「島越ふれあい公園」となっています。

宮沢賢治の石碑の上部は、波を模した形に船が出発
する様子がデザインされており、後部にあった小さな
船の模型の部分は津波に壊されてしまったものの、倒
壊せずに残りました。海に向かうイメージで海岸に対
して直角に建てられていたためと考えられます。

早採りワカメの
しゃぶしゃぶ

ワカメ漁の様子（野田湾）

https://sanriku-geo.com/2022/01/14085/
https://sanriku-geo.com/2022/01/14085/


三陸ジオパーク・現地推進員が記者となってお伝えするコーナー
毎回いろいろな情報を掲載いたしますので、どうぞお楽しみに！

今回の記者：菊池啓（いわて復興応援隊／岩手県沿岸広域振興局配置）

ジオサイトから見る世界遺産「是川石器時代遺跡」と
「崎山貝塚」・「気仙縄文遺跡」オンラインセミナー開催！

令和３年７月、三陸ジオパークのジオサイト「是川石器時代遺跡
（八戸市）」が、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産とし
て世界遺産登録されたことは記憶に新しいと思います。三陸ジオパ
ークでは他にも「崎山貝塚（宮古市）」や「気仙縄文遺跡（大船渡
市）」などの縄文遺跡がジオサイトとして登録されています。

今回、三陸ジオパーク北部ブロック会議・中部ブロック会議・南
部ブロック会議の共同主催事業として、これらの３つの地域をオン
ラインで結び、縄文時代を深く知るためのセミナーが開催されます。

縄文時代の気候と地殻変動、森林植生、災害などの環境下でサス
ティナブルな文化を築いていた縄文人に学び、未来に向けた教育や
地域づくりにジオサイトをどのように活かしていくか、ともに考え
る機会にしましょう。皆さん奮ってのご参加をお待ちしています。

◆ 開催日時：令和４年２月16日（水）13：00～15：00

◆ 開催方法：Web会議システムZoomによるオンライン配信

◆ 参加対象（参加無料）
一般の方、三陸ジオパーク認定ガイド、同ガイドを目指している
方、ジオパーク関係者 等

◆申込：①専用申込フォーム
https://forms.gle/apJACdiDjeLC9u12A ⇒

②メール
・件名「オンラインセミナー申込」
・氏名 ・年齢 ・性別 ・電話番号 ・所属
・お住まいの地域（市町村まで）

satodate8@gmail.com 宛にお送りください

◆ 申込期限：令和４年２月14日（月）
※ 定員になり次第、募集を締め切ります。

◆ 問い合わせ先：三陸ジオパーク現地推進員（いわて復興応援隊）

北部ブロック 町田 恵太郎 080－2813－2495 （いわて定住・交流促進連絡協議会 久慈事務所）

中部ブロック 里舘 徹 0193－64－2217 （岩手県沿岸広域振興局 宮古地域振興センター）

南部ブロック 菊池 啓 0193－25－2718 （岩手県沿岸広域振興局 産業振興室）

※ タイムスケジュール等の詳細については、HPまたは「専用チラシ」にてご確認ください。
https://sanriku-geo.com/event/20220216/

②

③

⑥

⑧

⑪

是川石器時代遺跡（八戸市）

崎山貝塚（宮古市）

気仙縄文遺跡・大洞貝塚（大船渡市）

編集後記：トンガの海底火山の噴火の影響で、三陸沿岸
にも津波警報が発令され、その日は落ち着かない一日で
した。「地震がなくても津波はやってくる」チリ地震の
ことを思い出し情報検索した方も多く、過去の事例や体
験からの情報も判断材料になることが分かります。地球
=ジオの記憶、地域の歴史なども結びつきますね。
後から漁業関係に起きていた被災状況が分かりましたが、
津波の影響を受けた皆様には心よりお見舞いを申し上げ
ます。(夜中のサイレンは、特に怖いと思いました。)  

～と～

三陸ジオパーク推進協議会
〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０（宮古地区合同庁舎２階）
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